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八
戸
地
域
防
災
協
会

会
　長
　大
　黒
　裕
　明

ご

　挨

　拶

　
日
頃
は
当
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
防
災
だ
よ
り
11
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　
今
年
の
夏
は
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い

て
設
立
５
周
年
の
式
典
を
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
も
う
そ
ん
な

に
な
る
の
か
」
と
私
は
感
慨
に
耽
り
な

が
ら
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
の

で
す
が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
際
、
当
会
の
姉

妹
団
体
で
あ
る
大
阪
の
枚
方
市
寝
屋
川

市
防
火
協
会
連
絡
協
議
会
の
方
々
に
も

お
い
で
頂
い
て
交
流
を
深
め
、
式
典
の

あ
と
ご
一
緒
に
三
社
大
祭
を
見
物
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
本
号
に
は
そ
の

時
の
記
録
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
一
行
を
三
沢
空
港

に
お
迎
え
し
た
時
、「
涼
し
い
で
す
ね
」

と
口
を
揃
え
て
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が

と
て
も
印
象
的
で
、
そ
う
言
え
ば
あ
ち

ら
は
猛
暑
の
上
に
豪
雨
に
祟
ら
れ
、
さ

ぞ
御
苦
労
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
は
年
初
か
ら
林
野
火

災
が
多
発
し
、
階
上
や
南
郷
の
方
々
に

は
ご
心
配
が
絶
え
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
そ
の
原
因
が

放
火
で
あ
る
可
能
性
が
限
り
な
く
高
い

と
言
う
の
で
す
か
ら
呆
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
警
備
や
巡
回
に
当
た
ら
れ
た
消
防

団
や
警
察
そ
の
他
多
く
の
方
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
私
た
ち
は
さ
ら
に
活
動
を

強
め
、
防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
る

よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
八
十
年
来
の
悲
願

で
あ
っ
た
国
立
公
園
へ
の
当
地
域
の
編

入
が
叶
い
、
盛
大
に
お
祝
い
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
み
る
種
差
や
階

上
岳
の
姿
は
本
当
に
美
し
く
、
先
人
た

ち
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
拙

作
の
協
会
の
歌
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

「
こ
の
賑
わ
い
を
失
く
し
て
な
る
も
の

か
」
と
、
現
在
と
未
来
は
私
た
ち
の
手

で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
皆
さ
ま
と
お
誓

い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
シ
リ
ア
で

紛
争
が
起
こ
り
、
再
び
中
東
に
不
穏
な

風
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
地
帯

が
乱
れ
る
と
石
油
類
を
始
め
と
す
る
多

く
の
地
下
資
源
や
物
資
の
供
給
が
不
安

定
に
な
り
、
我
が
国
に
も
多
大
な
影
響

が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
供
給
不
安
が
社

会
不
安
と
な
り
、
混
乱
が
起
こ
る
と
災

害
の
発
生
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

只
々
祈
る
し
か
な
い
の
が
歯
痒
い
限
り

で
す
。
せ
め
て
、
鷹
揚
に
構
え
、
多
少

の
こ
と
に
動
じ
な
い
よ
う
心
を
引
き
締

め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
当
協
会
の
活
動
に
ご
理

解
・
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
去
る
８
月
２
日
（
金
）、
八
戸
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
１
階
マ
グ
ノ
リ
ア
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、「
八
戸
地
域
防
災
協
会
設
立

５
周
年
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
の
前
身
で
あ
る
八
戸
地
域
広

域
防
火
管
理
者
協
会
が
、
昭
和
６０
年
か

ら
友
好
姉
妹
関
係
を
結
び
交
流
し
て
い

る
枚
方
市
寝
屋
川
市
防
火
協
会
連
絡
協

議
会
か
ら
１９
名
の
来
賓
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
、
会
員
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、「
八
戸
地
域
防
災

協
会
の
歌
」
を
音
楽
講
師
の
坂
本
利
枝

子
様
か
ら
ご
披
露
い
た
だ
い
た
後
、
大

黒
会
長
の
式
辞
、
来
賓
・
主
催
者
役
員

の
紹
介
、
来
賓
祝
辞
で
は
八
戸
地
域
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
管
理
者
（
八
戸

市
長
）、
枚
方
市
寝
屋
川
市
防
火
協
会

連
絡
協
議
会
の
古
川
会
長
の
お
二
方
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
）

［ 

感
謝
状
贈
呈 

］

　
・
故
　
苫
米
地
　
吉
友
　
様
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
元
副
会
長
）

　
・
佐
藤
　
丘
　
様
　
　（
元
副
会
長
）

　
・
鈴
木
　
啓
悦
　
様
　
　（
元
理
事
）

　
・
八
戸
電
気
工
事
業
協
同
組
合
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
協
力
）

　
・
協
同
組
合
八
戸
管
工
事
協
会
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
協
力
）

　
・
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
八
戸
営
業
所
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
協
力
）

［ 

表
彰
状
贈
呈 

］

　
・ 

中
野
　
喜
代
芽
　
様
　

　
　
　
　
　
　（
永
年
役
員
：
現
理
事
）

八
戸
地
域
防
災
協
会

設
立
５
周
年
記
念
事
業
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式
典
の
最
後
に
は
、
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
八
戸
地
域
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

協
議
会
へ
ク
ラ
ブ
員
用
の
半
纏
１５０
着
の

寄
贈
が
あ
り
、
大
黒
会
長
が
山
内
和
子

会
長
へ
半
纏
を
着
せ
る
際
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
第
二
部
と
し
て
祝
賀
会

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
荘
厳
な
雰
囲

気
で
あ
っ
た
第
一
部
の
式
典
と
は
打
っ

て
変
わ
り
、
神
楽
の
披
露
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
防
火
虎
舞
、
八
戸
地
域

の
歌
と
し
て
八
戸
小
唄
、
南
部
俵
積
み

唄
な
ど
の
披
露
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
出
席
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
よ
う
で
し
た
。

　
枚
方
市
寝
屋
川
市
防
火
協
会
連
絡
協

枚
方
市
寝
屋
川
市
防
火
協
会
連
絡
協
議

会
の
方
々
は
視
察
研
修
も
兼
ね
て
お

り
、
２
日
目
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

状
況
視
察
と
し
て
、
協
会
加
入
事
業
所

で
あ
る
三
菱
製
紙
㈱
八
戸
工
場
で
被
災

時
の
映
像
を
踏
ま
え
て
の
研
修
、
震
災

後
の
防
災
体
制
の
説
明
を
受
け
た
後
、

昨
年
、
枚
方
市
寝
屋
川
市
防
火
協
会
連

絡
協
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
見
舞
金
を

活
用
し
て
製
作
し
た
「
津
波
浸
水
高
表

示
板
」
設
置
箇
所
を
見
学
し
津
波
の
到

達
点
を
確
認
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は

場
所
を
変
え
、
当
地
方
を
代
表
す
る
祭

り
で
あ
る
三
社
大
祭
を
観
覧
し
、
一
日

を
終
え
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
消
防
本
部
の
見
学
、
枚
方

市
・
寝
屋
川
市
防
火
協
会
創
立
６０
周
年

記
念
式
典
に
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
た

国
宝
「
合
掌
土
偶
」
レ
プ
リ
カ
の
故
郷

で
あ
る
是
川
縄
文
館
を
見
学
し
、
そ
の

後
、
八
食
セ
ン
タ
ー
を
経
由
、
全
日
程

を
終
え
ら
れ
大
阪
へ
の
帰
路
へ
つ
か
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
行
程
に
は
、
当
協
会
役

員
が
同
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両
協
会

の
役
員
相
互
の
懇
親
が
深
ま
り
、
さ
ら

に
協
会
と
し
て
の
友
好
親
善
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
当
協
会
事
務
局
の
あ
る
消

防
本
部
予
防
課
職
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
田
端
　
民
夫
（
課
長
）

◎
橋
本
　
広
功
（
課
長
補
佐
）

　
齋
藤
　
　
明

　
　
　
　（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

　
川
守
田
和
彦

　
　
　
　（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

◎
田
中
　
　
真
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
田
沢
　
孝
之
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
賣
井
坂
常
幸
（
保
安
調
査
班
）

　
佐
々
木
隆
行
（
保
安
調
査
班
）

　
岸
　
　
祐
也
（
設
備
指
導
班
）

　
深
沢
　
栄
悦
（
予
防
査
察
担
当
）

　
四
戸
　
一
保
（
予
防
査
察
担
当
）

◎
齊
藤
　
智
美
（
協
会
職
員
）

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
※
　
◎
は
、
事
務
局
担
当

予
防
課

　職
員
紹
介
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指
導
班
長
）

　
川
守
田
和
彦

　
　
　
　（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

◎
田
中
　
　
真
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
田
沢
　
孝
之
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
賣
井
坂
常
幸
（
保
安
調
査
班
）

　
佐
々
木
隆
行
（
保
安
調
査
班
）

　
岸
　
　
祐
也
（
設
備
指
導
班
）

　
深
沢
　
栄
悦
（
予
防
査
察
担
当
）

　
四
戸
　
一
保
（
予
防
査
察
担
当
）

◎
齊
藤
　
智
美
（
協
会
職
員
）

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
※
　
◎
は
、
事
務
局
担
当

予
防
課

　職
員
紹
介
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去
る
５
月
₂₂
日
（
水
）、
八
戸
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
２
階
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
会
員
１０１
名
出
席
の
も
と
、「
平

成
₂₅
年
度 

八
戸
地
域
防
災
協
会 

総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
大
黒
会
長
が
議
長
を
務

め
、
事
務
局
か
ら
平
成
₂４
年
度
の
事
業

結
果
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
と
と
も
に
、
今
年
度
実
施
さ

れ
る
特
別
行
事
「
協
会
設
立
５
周
年
記

念
行
事
」
特
別
会
計
収
支
予
算
の
説
明

が
な
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
に
は
会
場
を
マ
グ
ノ

リ
ア
ホ
ー
ル
に
移
し
、
多
く
の
来
賓
を

招
待
し
て
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
地
元
五
戸
町
で
は
消
防
団
員
で
も
あ

る
木
村
さ
ん
は
、
昨
年
度
八
戸
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
講
座
を
受
講
さ
れ
、

災
害
が
発
生
し
た
時
に
本
当
に
生
死
を

分
け
る
の
は
、
普
段
か
ら
の
準
備
・
心

構
え
で
あ
り
、
瞬
時
の
対
応
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
今
後
は
災
害
に
対
す
る
「
備

え
」
が
必
要
で
あ
り
、「
防
災
士
」
と

し
て
そ
れ
を
担
い
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
協
力
し
て
防
災
の
手
段
を
広
げ
て
行

き
た
い
と
の
意
気
込
み
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

定
時
総
会
開
催

防
災
士
講
習
を

　
　
　
　
　お
え
て

木村　寿徳さん
大蔵工業株式会社

防
災
士
養
成
講
座
を

　
　
　
　
　受
講
し
て庭　　啓介さん

有限会社 ナンコウ電気

﹁
人
の
命
を
救
う
﹂

　
　
　と
い
う
こ
と

川畑　文乃さん
千葉学園高等学校

防災意見発表会
第５回 

　
定
時
総
会
に
先
立
っ
て
、「
第
５
回 

防
災

意
見
発
表
会
」
が
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
１
階

マ
グ
ノ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
員
₈₇
名
が
会
場
入
り
し
た
中
、
会
員
事

業
所
か
ら
２
名
、
高
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

消
防
団
員
、
消
防
職
員
な
ど
、
計
５
名
の
方

が
防
災
に
関
す
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
は
、
小
向
消
防
長
か
ら
「
事
前

に
知
識
を
備
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
大

幅
に
軽
減
さ
せ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
発
表
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
、
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
安
全
の
た

め
に
、
今
後
一
層
「
防
災
の
手
段
」
を
広
げ

て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本

日
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
様
が
、
今
日
発

表
さ
れ
た
内
容
を
今
後
の
防
災
活
動
に
活
か

し
、
さ
ら
に
職
場
や
地
域
に
防
災
意
識
を
広

げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
庭
さ
ん
も
地
元
八
戸
市
に
お
い
て
消

防
団
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
木

村
さ
ん
と
同
じ
く
昨
年
度
防
災
士
の
講

座
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
養
成

講
座
で
学
ん
だ
様
々
な
知
識
や
体
験

を
「
防
災
士
」
と
し
て
地
域
の
防
災
力

及
び
職
場
の
防
災
意
識
の
向
上
に
役
立

て
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
防
災
関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
な

い
方
々
に
も
、
防
災
士
の
存
在
を
知
っ

た
う
え
で
正
し
い
防
災
知
識
を
身
に
着

け
て
ほ
し
い
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
畑
さ
ん
は
、
昨
年
１
年
間
、
新
た

に
学
校
に
設
立
さ
れ
た
消
防
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
考

え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
命
の
重
み
」
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私
達
が

　
　伝
え
た
い
事

田中さなえさん
五戸町消防団女性班

防
災
参
観
日
の

　
　
　
　す
す
め

古川　信哉さん
八戸東消防署　消防副士長

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
救
命
講
習
の
講

師
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
応
急
手
当

普
及
員
の
講
習
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
命
を
守
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を

身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、「
多

く
の
人
に
応
急
手
当
の
技
術
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
信
が
生

ま
れ
た
。」
と
の
発
表
で
し
た
。

　
広
域
で
も
数
少
な
い
女
性
消
防
団
員

で
あ
る
田
中
さ
ん
か
ら
は
、
地
元
の
五

戸
高
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と

し
て
出
席
し
た
、
全
国
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
活
性
化
推
進
会
議
で
学
ば
れ
た
貴
重

な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
子

供
た
ち
に
対
し
、
火
遊
び
を
何
度
注
意

し
て
も
だ
め
な
ら
火
災
に
な
っ
た
あ
と

の
対
処
方
法
を
教
え
る
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
田
中
さ
ん

た
ち
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
幼
稚
園

等
で
使
用
し
、
対
処
法
を
指
導
し
て
お

　
消
防
職
員
で
あ
る
古
川
副
士
長
か
ら

は
、学
校
で
行
わ
れ
る
防
災
教
育
を「
参

観
日
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
教
師

と
保
護
者
、
ま
た
自
主
防
災
組
織
の
会

員
、
消
防
団
員
や
消
防
職
員
も
参
加
で

き
、
地
域
全
体
で
避
難
す
る
体
制
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
月
日
が
経
っ
て
く
る
と
、
ど

う
し
て
も
そ
の
恐
怖
は
薄
れ
が
ち
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
提
言
を

受
け
て
実
践
で
き
れ
ば
、
災
害
に
対
し

て
非
常
に
効
果
的
と
考
え
ま
す
。

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

１
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

　
⑴
住
宅
用
火
災
警
報
器
寄
贈
設
置

　
⑵ 

電
気
・
水
道
、
燃
焼
器
具
設
備
等

の
点
検
修
理

２
　
防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

　
⑴ 

火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
製

及
び
配
布

　
⑵
各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
製
及
び
配
布

３
　
研
修

　
⑴
消
防
設
備
等
の
研
修

　
⑵
各
種
施
設
等
の
見
学

　
⑶
講
演
会
の
開
催

　
⑷ 

消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

へ
の
参
加

　
⑸
救
命
講
習
の
実
施

　
⑹
防
災
士
の
養
成

４
　
機
関
紙
の
発
行

５
　 

消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等
の

後
援
及
び
情
報
提
供

　
⑴ 

防
火
管
理
者
新
規
講
習
会
の
後
援

及
び
実
施
の
周
知

　
⑵
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

　
⑶ 

消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

等
の
情
報
提
供

６
　 

幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

の
育
成
援
助

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

８
　 

住
宅
防
火
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
八
戸
の
後
援

　
平
成
₂₅
年
度
の
防
火
管
理
に
関
す
る

講
習
会
は
、
消
防
本
部
の
研
修
室
に
於

い
て
６
月
１９
日
・
₂０
日
の
２
日
間
と
７

月
９
日
・
１０
日
の
２
日
間
の
２
回
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の

防
火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を

有
す
る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は

そ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の

で
、
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
が
主
催
、
後
援
と
し
て
当

協
会
が
お
手
伝
い
し
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
甲
種
防
火
管

理
講
習
₃５５
名
、
乙
種
防
火
管
理
講
習
１６

名
、
計
₃₇１
名
の
方
々
が
新
た
に
資
格
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
防
火
管
理

の
資
格
を
習
得
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
強

化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

事
業
計
画

○
２
部
会

　
・
あ
・
ビ
ル

　
・
㈲
和
光

　
・
合
資
会
社 

伊
吉
書
院

　
・
東
和
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱

　
・
㈱
ル
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

　
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ベ
ス
ト
タ
ッ
ク
ル

○
３
部
会

　
・
高
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
４
部
会

　
・
さ
え
ず
り
の
森
保
育
園

　
・
階
上
町
立
階
上
小
学
校

○
５
部
会

　
・
㈲
北
日
本
紙
器

○
７
部
会

　
・
新
和
生
活
館

○
三
戸
部
会

　
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

い
ち
ば
ん
星

　
・ 

複
合
産
地
直
売
所 

フ
ァ
ー
ム
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
な
ん
ぶ

　
　
　
平
成
₂₅
年
９
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
総
会
員
数
９
４
２
事
業
所

新
規
事
業
所

　
　紹
介

平
成
₂₅
年
度
加
入

３７１名が資格取得

防火管理に関する
講習会開催（後援）
防火管理に関する
講習会開催（後援）
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時
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護
者
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事
業

　
⑴
住
宅
用
火
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寄
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置
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電
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・
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道
、
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焼
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具
設
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等

の
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防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

　
⑴ 

火
災
予
防
運
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用
ポ
ス
タ
ー
作
製

及
び
配
布

　
⑵
各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
製
及
び
配
布

３
　
研
修

　
⑴
消
防
設
備
等
の
研
修

　
⑵
各
種
施
設
等
の
見
学

　
⑶
講
演
会
の
開
催

　
⑷ 

消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

へ
の
参
加

　
⑸
救
命
講
習
の
実
施

　
⑹
防
災
士
の
養
成

４
　
機
関
紙
の
発
行

５
　 
消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等
の

後
援
及
び
情
報
提
供

　
⑴ 

防
火
管
理
者
新
規
講
習
会
の
後
援

及
び
実
施
の
周
知

　
⑵
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

　
⑶ 

消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

等
の
情
報
提
供

６
　 

幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

の
育
成
援
助

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

８
　 

住
宅
防
火
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
八
戸
の
後
援

　
平
成
₂₅
年
度
の
防
火
管
理
に
関
す
る

講
習
会
は
、
消
防
本
部
の
研
修
室
に
於

い
て
６
月
１９
日
・
₂０
日
の
２
日
間
と
７

月
９
日
・
１０
日
の
２
日
間
の
２
回
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の

防
火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を

有
す
る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は

そ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の

で
、
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
が
主
催
、
後
援
と
し
て
当

協
会
が
お
手
伝
い
し
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
甲
種
防
火
管

理
講
習
₃５５
名
、
乙
種
防
火
管
理
講
習
１６

名
、
計
₃₇１
名
の
方
々
が
新
た
に
資
格
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
防
火
管
理

の
資
格
を
習
得
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
強

化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

事
業
計
画
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２
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ル
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光
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会
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ハ
ウ
ジ
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グ
㈱

　
・
㈱
ル
・
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ア
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ュ
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フ
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シ
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ベ
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ト
タ
ッ
ク
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３
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○
４
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森
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園
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立
階
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小
学
校

○
５
部
会
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㈲
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日
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器

○
７
部
会
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新
和
生
活
館

○
三
戸
部
会

　
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

い
ち
ば
ん
星

　
・ 
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合
産
地
直
売
所 

フ
ァ
ー
ム
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
な
ん
ぶ

　
　
　
平
成
₂₅
年
９
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
総
会
員
数
９
４
２
事
業
所

新
規
事
業
所

　
　紹
介

平
成
₂₅
年
度
加
入

３７１名が資格取得
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　平成２５年上半期中における火災の発
生状況は、総出火件数が１１６件で、前
年同期と比べ５４件増加となっている。
　火災種別は、建物火災３８件（前年同
期比２件増）、林野火災２０件（同１７
件増）、車両火災６件（同１件増）、その
他の火災５２件（同３４件増）となって
いる。
　死者は５人で前年同期と同数、負傷者
は１２人で５人減少し、り災世帯は３２
世帯で、り災人員は７５人となっている。
　火災の損害額は、１億６，６００万５
千円で、前年に比べ７，６９６万８千円
増となっている。

平成２５年 上半期広域圏内の火災概況

区               分 平成 25 年上半期（A） 平成 24 上半期（B） 増減（Ａ）－（Ｂ）
総  出  火  件  数 116 62 54

火

災

種

別

建 物 38 36 2
林 野 20 3 17
車 両 6 5 1
船 舶
航 空 機
そ の 他 52 18 34

焼 損 棟 数 （棟） 60 58 2
建物焼損面積 （㎡） 4,137 2,720 1,417
林野焼損面積 （a） 1,186 116 1,070
死 者 （人） 5 5
負 傷 者 （人） 12 17 △ 5
り 災 世 帯 32 29 3
り 災 人 員 （人） 75 75
損 害 額 （千円） 166,005 89,037 76,968

【△は減少】

　
今
年
も
「
種
差
少
年
自
然
の
家
」
に

於
い
て
、
７
月
₂₂
日
（
月
）
か
ら
２
泊

３
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
研
修
会
に

は
、
各
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
か
ら
６０
名
の

ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
₃６
回
を
数
え
る
こ
の
研
修
会

は
昭
和
₅₃
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
を
含

め
２
︐
３
５
１
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
を
育
む
目
的
で
実
施
し
て

い
る
こ
の
研
修
は
、
各
々
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
協
調
性
や
指
導
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
火
災
予
防
に
関
す
る
防
災

講
話
や
、
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
を
行
い
、

厳
し
い
ル
ー
ル
の
中
、
初
め
て
会
っ
た

仲
間
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

（１月１日～６月３０日）

階上町連続不審火火災
　４月上旬から約二ヶ月間、不審火は毎週のように発生した。「三陸復興国立公園」に指定されたばか
りの階上岳にも被害は及び、階上町や八戸市南郷区で起きた不審火火災は、計２４件となった。
これらの火災による焼損面積は８９０a、焼損樹木本数は約１２，０００本、損害額は３，１８９万６千円、
消防警戒出動車両は、延べ８２９台、延べ人員は２，８２４人となった。
このような莫大な被害と住民に不安を与えた放火は今も昔も重罪である。未だ、犯人は逮捕されていな
いため、一日も早い解決を望む。

　
当
協
会
は
、
目
的
に
賛
同
し
後
援
し

て
お
り
、
北
向
副
会
長
か
ら
励
ま
し
の

言
葉
と
と
も
に
、
記
念
品
と
し
て
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
り

ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
と
文
房
具
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

開
催

　
　

 
︵
後
援
︶

第₃₆回

北 向 副 会 長
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去
る
９
月
１
日
（
日
）、「
防
災
の
日
」

に
合
わ
せ
八
戸
市
中
心
街
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
に
、
当
協
会
も
協
力
、
大
黒

会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
消
防
、
防
災
業
務
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
八
戸
市
防

災
安
全
部
と
消
防
本
部
が
共
催
し
た
も

の
で
、
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ

ち
を
使
用
し
た
災
害
想
定
訓
練
や
、
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
災

害
対
応
や
防
災
へ
の
理
解
を
も
と
め
ま

し
た
。

　
中
心
街
を
２
時
間
歩
行
者
天
国
に
し

て
行
っ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る

「
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
」
や
、
消
防
団

員
に
よ
る
「
梯
子
乗
り
」、
は
っ
ち
と

消
防
署
合
同
の
本
番
さ
な
が
ら
の
総
合

訓
練
に
は
、
沿
道
か
ら
大
き
な
声
援
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
は
っ
ち
屋
内
で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
図
画
の
展
示
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
こ
ど
も
た
ち
の

演
技
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「まちなか防災広場
　inはっち」開催（後援）
「まちなか防災広場
　inはっち」開催（後援）

　
早
朝
、
雨
天
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
親
子
連
れ

を
中
心
に
幅
広
い
層
へ
の
防
災
意
識
の

高
揚
が
図
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

●防火対策のポイント●
① 燃料を給油するときは必ずエンジンを止める。
② 給油の際は火気使用禁止、静電気除去に努める。
③ 携行缶の保管場所は火の気が無く直射日光の当らない場

所にする。
④ ガスボンベのゴムホースに劣化がある場合は交換する。
⑤ ゴムホース接続部分の緩みやゴムホースを取り外す時の

バルブの閉め忘れに注意する。
⑥ ガスボンベは容易に転倒しないようにする。
⑦避難経路を確保する。

　みなさんもご承知のとおり、去る８
月 １₅ 日（木）京都府福知山市での花
火大会において、多数の死傷者を出し
た事故があり、これを受けて消防本部
では文書・チラシ等を作成、配付しな
がら以下の対応をとりました。

　⑴ 露天商等の出店（屋台等）に対す
る火気取扱いの注意喚起

　⑵ 給油取扱所に対するガソリン等給
油に関する諸注意

　⑶ 学校及び幼稚園・保育園等で開催
するバザー等に対する防火指導

	 

 

 固定及び接続部分の緩みに注意！	 

厳禁！	 

花火大会の
火災事故を受けての
消防本部の対応（対策）
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　「いい酒は朝が知っている」のキャッチコピーでお馴染の桃川株式会社で
す。
　桃川の発祥は江戸時代末期に始まり、1889年(明治22年)に村井倉松が製
造権を継承し、村井酒造店を設立、清酒｢桃川｣の製造販売が開始しました。
1944年(昭和19年)戦時立法の企業整備令により青森県上北郡・下北郡二つの
群下の製造業者が企業合併し二北酒造株式会社を設立。合併当時は、13業者
で辛酸の時代を経て桃川以下4つの銘柄が残り、1984年（昭和59年）桃川以
外各蔵を新会社として二北酒造株式会社より独立分散させ、「桃川株式会
社」と改称し現在に至っております。
　「桃川」の名前の由来は、創業当時、百石川（奥入瀬川）の水を使用して
いたことから、「百」を果物の「桃」に代えて「桃川（ももかわ）」と名付
けられました。桃川は、123年の歴史の中で、常に「品質第一」をモットー
に、小泉杜氏（青森マイスター）と一級酒造技能士の蔵人との連携により、
丹精込めて醸し出された酒はキメの細かい上品な口当たりの酒をじっくりと
御賞味頂きたい。
　桃川の三大銘柄は、コクの「桃川」、キレの「ねぶた」、うまさの「杉
玉」で、その販売量は、県内トップです。予約をすれば、蔵見学ができます。
　桃川は今年も、おかげさまで各種鑑評会において次の成績を収める事がで
きました。
　・平成25年　　全国新酒鑑評会　　金賞（6年連続受賞）
　・平成25年　　南部杜氏自醸清酒鑑評会　優等賞
　　　　　　　　63回連続優等賞（全国唯一桃川のみ）　
　・平成25年　　青森県産清酒鑑評会　吟醸酒の部　優等賞（第二席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　純米酒の部　県知事賞　
　など、代表的なものを紹介させて頂きました。（詳しくはホ－ムペ－ジを
御覧ください。）
　当社は、これからも日本の文化、伝統を大事にし、食文化の担い手として
酒造りを継続していく所存でありますので、益々の御愛顧、御支援を賜りま
すよう宜しくお願い申し上げます。

会員事業所紹介コーナー⑨

所在地：青森県上北郡おいらせ町上明堂112
TEL:0178(52)2241  FAX:0178(52)3145
http://www.momokawa.co.jp
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自
分
に
と
っ
て
「
趣
味
」
と
は
一
体

何
な
ん
だ
ろ
う
？
　
改
め
て
問
い
か
け

て
み
る
と
、
す
ん
な
り
と
答
え
が
出
て

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
中
で
あ
え
て
定
義

づ
け
す
る
と
「
好
き
な
こ
と
」
や
「
楽

し
い
こ
と
」が「
趣
味
」な
の
で
し
ょ
う
。

思
え
ば
、
今
ま
で
さ
ん
ざ
ん
好
き
な
こ

と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

な
。
春
か
ら
秋
へ
か
け
て
の
渓
流
釣
り
。

夜
明
け
と
と
も
に
川
に
入
り
、
暗
く
な

る
ま
で
釣
り
三
昧
。
雨
に
も
負
け
ず
、

風
に
も
負
け
ず
、
飯
も
食
わ
ず
、
忘
れ

た
頃
の
給
水
の
み
。
川
の
流
れ
を
読

み
、
細
い
糸
で
狙
い
通
り
に
ヤ
マ
メ
を

引
き
抜
い
た
時
の
よ
ろ
こ
び
！
　
こ
た

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
川
に
入
っ
て
い
る
時

は
、
魚
を
釣
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
腹
も
減
ら
な
い
の
で
す
。
川
を

上
が
る
と
放
心
状
態
。
春
と
秋
～
冬
は

磯
へ
！
　
コ
マ
セ
撒
い
て
の
ウ
キ
フ
カ

セ
釣
り
。
狙
い
は
黒
鯛
。
八
戸
は
黒
鯛

の
影
が
薄
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い

で
す
ね
。
最
近
、
海
の
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
う
ち
南
方
系

の
魚
が
釣
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
い
い
こ
と
や
ら
悪
い
こ
と

や
ら
。
パ
ソ
コ
ン
の
自
作
に
熱
中
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
も
う
熱
は

冷
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。
昔
と
違
い
、

今
は
自
作
す
る
よ
り
メ
ー
カ
ー
製
品
を

買
っ
た
方
が
安
い
の
で
す
。
つ
ま
ら
な

い
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
。
自

分
の
頭
の
中
で
ス
ペ
ッ
ク
を
決
め
、
好

み
の
部
品
を
集
め
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
１
台
を
仕
上
げ
ま
す
。

今
ま
で
で
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
を
４
台

程
作
り
ま
し
た
。
現
役
で
動
い
て
い
る

の
は
２
台
で
す
。
１
台
は
春
に
東
京
へ

進
学
し
た
長
男
に
持
た
せ
て
や
り
ま
し

た
。
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｉ
Ｎ
　
八
戸
の
東
京

進
出
で
す
。
ち
ょ
っ
と
古
め
の
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
も
楽
し
い
で
す

よ
。
分
解
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
換
装
し
て
や

る
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
５
～
６
年

前
の
機
種
、
捨
て
る
の
も
っ
た
い
な
い

で
す
よ
。

　
気
の
知
れ
た
仲
間
と
馬
鹿
言
い
な
が

ら
酒
を
飲
む
の
も
好
き
で
す
が
、
４０
才

を
過
ぎ
た
あ
た
り
に
自
分
だ
け
の
秘
密

酒
場
（
ス
ピ
ー
ク
・
イ
ー
ジ
ー
）
を
持

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
色
気
抜
き
の
、

あ
ま
り
混
ん
で
い
な
い
、
気
の
利
い
た

じ
い
さ
ん
（
マ
ス
タ
ー
）
の
経
営
す
る

静
か
な
店
で
す
。
職
場
で
も
な
い
、
自

宅
で
も
な
い
、
第
３
の
場
所
。
今
は
こ

の
自
分
だ
け
の
秘
密
酒
場
で
、
世
間
話

を
し
な
が
ら
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
の
が
一

番
の
楽
し
み
で
す
。
男
は
誰
で
も
一
軒

ぐ
ら
い
心
底
馴
染
の
飲
屋（
秘
密
酒
場
）

を
持
つ
べ
き
だ
！
と
昔
先
輩
に
言
わ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
自
分
は
若

い
頃
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
式
の
飲
屋
に
は

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
内
容
な
会
話

の
や
り
取
り
に
対
し
て
、
変
な
自
意
識

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
ま
に

か
自
分
も
い
い
オ
ヤ
ジ
（
年
頃
？
）
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
？

  

「
趣
味
が
な
い
人
は
可
哀
想
だ
！
」

と
か
、「
趣
味
が
な
い
人
は
何
が
楽
し

く
て
生
き
て
い
る
の
？
」
だ
と
か
言
う

人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
、
言
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
よ
。
趣
味
が
な

い
人
は
〝
生
き
る
〟
事
こ
そ
が
〝
楽
し

い
〟
の
で
し
ょ
う
か
ら
。
　
さ
あ
、
家

へ
帰
っ
て
ネ
コ
さ
ん
た
ち
と
遊
ぼ
う
！

今
日
は
自
宅
で
楽
し
い
晩
酌
だ
！

秘密酒場
　（スピーク・イージー）
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中　村　光　志
室岡整形外科病院　総務課長
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